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平成２８年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２８年４月～平成２９年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名     気仙沼市立小泉小学校            

  種 別 □保育園・幼稚園  ■小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒９８８－０３３３ 

        気仙沼市本吉町平貝６３                  

  E-mail   koizumi-sho@kesennuma.ed.jp       

Website    www.kesennuma.ed.jp/koizumi-syou/html//  

  児童生徒数  男子 ２６ 名   女子 ３２ 名  合計 ５８ 名 

        児童・生徒の年齢 ６歳～１２歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 □ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

■ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

■ 防災 

□ 食育 

□ 伝統文化 

■ そのほか（   福祉    ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

今年度は，生活科や総合的な学習の時間を中心に，各学年で「環境」「福祉」「防災」

の３分野について実践に取り組んだ。以下に，３分野について主な活動を紹介する。 

 

【環境】「海に親しむつどい」（全校行事） 
本校では，震災前まで学校の近くにあった小泉海水浴場（赤崎海岸）で「砂の造形

大会」を行い，全校で海に親しむ活動を進めてきた。しかし，津波で海水浴場がなく

なり，活動を見合わせていた。 

今年になって，学区内にある二十一浜漁港の港湾工事が終わり，砂浜が利用できる

ようになったため，今回の活動が可能となった。 

児童は６年生を中心に，縦割り班で事前に係を決め，自分たちが砂で表現したいも

のを話し合って決めておいた。浜に着いてから砂浜の清掃をして，活動場所の安全確

認を行った後，計画通りに「カメ」「クラゲ」「船」などを砂で作りあげた。「初め

て海で遊んだ。」「海の水は，しょっぱかった。」「卒業するまでにこれができて良

かった。」などの感想が聞かれた。 

 

 

 

 

 

 

【防災】「中学生との防災授業」（６年生 総合的な学習の時間） 
９月に，近隣の小泉中学校の２年生と一緒に，地域全体の防災力を高める目的で合同

の授業を行った。中学生からは，自作の寸劇を交えながら，緊急時でも生かせるロープ

の結び方について教わった。 

今回，中学生が教えてくれた内容は，中学生が小学校在学中に教わったことであり，

自助や共助の大切さを連綿とつないでいく内容となった。 

 

 

 

 

 

 

 

【福祉】「お年寄りの方々と交流」（５年生 総合的な学習の時間） 
１２月に地域にある介護老人福祉施設を訪問した。事前に，震災時のことを振り返

りながら，自分がされてうれしかったことや，相手がされてうれしいことを考えなが

ら交流の内容を話し合った。当日は，合唱や合奏のほか，運動会で行った「小泉小ソ

ーラン」を元気に踊って披露したところ，集まった方々にとても喜んでもらうことが

できた。高齢者の方々からは「たくさん元気をもらった」という感想が聞かれた。 
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（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

■ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 

 


